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◎会長  〇副会長  ☆新委員 

令和２年５月２３日 

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
で
！
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
！
」

二年間お世話になります二年間お世話になります二年間お世話になります

　新緑の美しい季節となりました。皆様には平素より青少年の健

全育成にご尽力、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　新型コロナウイルス感染の収束が見えない中、地域の皆様には

早く元の生活が取り戻せるようこの危機を乗り越えていただきた

いと願います。

 この度、私が令和２年、３年度の少年補導委員会会長を務めさせていただく事と

なりました。よろしくお願いいたします。

 補導委員として十数年、様々な活動を経験させていただく中で、街頭補導に力を

入れてまいりました。街頭補導をする中で、最近の子どもの様子が変わってきまし

た。それぞれの個性、考え方を尊重して声掛けをして、非行防止、非行少年の早期

発見、 早期補導に努めています。街頭補導での心構えとしては、少年に対する愛情

と理解、補導委員としての高い良識、補導に関する技術の向上に努力しております。

 今こそ、私達大人が気付いて青少年と共に活動を行える場づくり、青少年達が主

になって活動する場づくりなど、できることから取り組んでいきたいと思います。

 これからも地域の皆様のご支援をいただき、少年補導委員としての使命を果たし

ていきたいと思います。                       

　少年補導委員の皆様です。どうぞよろし
くお願いします。
　少年補導委員は、地域における少年の非
行防止活動の中心的な役割を果たすため、
東近江警察署長、日野町長から委嘱を受
け、街頭補導や啓発活動を行っていただき
ます。

　12年前に少年補導委員の委嘱を受けました。

少年補導委員の仕事は地道な活動ですが保育園や幼稚園で

のペープサートの啓発活動はとても大事だと思います。近年パ

トロールをしていても、どこで遊んでいるのか子ども達の姿は

見うけられず、又、日一日と進化するスマホ、ライン、SNS、とて

も便利ですがこれからを担う子ども達を思うと少し不安になっ

てきます。

　４年前に研修で奈良少年刑務所を訪問させていただきました。刑務所の中に

入ると中央の監視台からは、約400名の受刑者がすべて見える造りになっていて、

冷房設備のない、まさに監獄。この時のショックは今でも思い出されます。このよ

うな経験をする子どもたちが出ないことを願うばかりです。

　新型コロナウイルスが全世界で蔓延し外出自粛、日野祭もなくなり、来訪者を含

め人の移動も自粛、みんなが今までに体験したことのない状況に立たされて不安

な毎日を送っています。感染拡大防止に向けて自分達の意識と行動を再認識し

外出は控えていきたいと思います。

　12年間お世話になりありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　前 少年補導委員　町田絹子

　

青
葉
若
葉
の
芽
吹
く
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
休
校
措

置
の
延
長
を
重
ね
、
例
年
に
な
い
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
な
い
休
校
は
子
ど
も
へ
の
感
染
を
防
ぎ
、
家
族
や
社
会
へ

の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
対
応
で
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
学
力

保
障
、
子
ど
も
だ
け
の
自
宅
待
機
の
不
安
や
無
理
、
長
引
く
休
校
に

よ
る
生
活
の
乱
れ
、
心
身
の
不
調
な
ど
、
様
々
な
課
題
へ
の
対
応
も

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
姿
の
見
え
な
い
感
染
症
と
は
長
期

戦
の
覚
悟
が
必
要
で
す
。

　

衛
生
管
理
の
徹
底
、
適
切
な
栄
養
と
適
度
な
運
動
、
三
密
を
避
け

る
行
動
な
ど
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
小
中
学
校
で
は
五
月
十
八
日
よ

り
分
散
登
校
を
始
め
、
学
校
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
学
校
生
活

の
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
す
こ
と
か
ら
始
め
、
無
理
の
な
い
よ
う
に
徐
々

に
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
感
染
の
二
波
、
三
波
も
心
配
さ
れ
ま

す
の
で
、
登
校
日
と
在
宅
日
の
バ
ラ
ン
ス
は
今
後
の
状
況
を
見
な
が

ら
判
断
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

家
庭
で
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
復
習
だ
け
で
な
く
今
年
度
の
内
容

を
も
自
力
で
進
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
教
材
や
進
め
方
を
工
夫

し
、
在
宅
学
習
と
し
て
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
情
報
機
器
の
活
用
で
す
。
各
学
校
で
は
こ
れ
ま
で
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
整
備
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回

「
日
野
っ
子
・
オ
ン
ラ
イ
ン
み
ん
な
の
学
習
広
場
」
を
立
ち
上
げ
、

教
職
員
に
よ
る
自
作
の
動
画
、
写
真
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
の
配
信
を

始
め
ま
し
た
。
今
後
も
学
校
で
の
対
面
学
習
と
と
も
に
、
在
宅
で
の

自
学
自
習
に
も
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
一
層
の
教
員
研
修
を
進
め
、

環
境
整
備
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

長
引
く
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
間
も
子
ど
も
達
は
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
都
市
部
で
は
若
者
の
繁
華
街
へ
の
出
入
り
な
ど
規
範
意
識
の

低
下
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
先
行
き
の
見
え
な
い
中
、
不
安
も
大

き
い
で
し
ょ
う
が
、
町
の
子
ど
も
達
は
学
校
か
ら
の
指
導
を
受
け
止

め
、
き
ち
ん
と
行
動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頑
張
り
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
こ
の
非
常
事
態
が
効
果
的
な
在
宅
学
習
・
家
庭
学
習
の

仕
組
み
づ
く
り
の
機
会
と
で
き
ま
す
よ
う
、
職
員
一
同
研
鑽
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公民館 氏　　名

日 野 地 区 　池 内　美代子（上野田）　
　大 宗　正和気（五月台）

）区２尾松（ 　美 正　副 河　
☆外 池　多津彦（村井）
☆福 本　喜美代（寺尻）　　

）窪大（ 　子 恭　井 瀧☆
）原河（ 　夫 鉄　藤 遠☆

東桜谷地区 　）池之奥（ 　一 慶　森 小　
　森 田　貴美恵（原）

西桜谷地区 　　）居部安（ 　　繁 　原 川　
）寺在中（ 　子 典　橋 大☆

西大路地区 　　）羽音（ 　一 忠　村 岡◎
☆平 岡　喜志夫（仁本木）

鎌 掛 地 区 ）２第掛鎌（ 　男 一　村 竹〇
）５第掛鎌（ 　子 久　村 竹　

南比都佐地区 　　）迫下（ 　晃 義　澤 藤　
☆  谷　  たづ子（下駒月）

必 佐 地 区 （ 　樹 茂　澤 吉　 湖南サンライズ）
）東池内（ 　　均 　田 安　

　冨 田　知津子（小谷）　　
）上坪十三（ 　夫 忠　田 冨　
　　）本山（ 　雄 秀　添 山　

☆久 村　眞里子（豊田 5区）



 

 

〇電話相談　 〇面接相談
〇相談時間：月～金　９：００～１６：３０

ひ と り で 悩 ま な い で ま ず は 相 談 を！ひ と り で 悩 ま な い で ま ず は 相 談 を！

日野町少年センター （日野町勤労福祉会館 ２階）

　　電　　話 0748-53-1325

　　Ｅ-mail　hino.t-syonen.c@rmc.ne.jp

少年センターの活動少年センターの活動少年センターの活動

　本人だけでなく、家族の方の相談も受けています。
お気軽にお越しください。秘密は厳守します。 

　マリファナの原料となる大麻や、麻薬の原料となるけしに
係る事件の発生は後を絶ちません。県内でも今年の3月に大津
市の女子高生が大麻の不正所持で逮捕されました。また、過
去には日野町でも大麻が不正に栽培されていた事件もありま
した。これらの事件の発生を防止するため、売買や不正栽培
の発見に努め、自生する大麻・けしを撲滅しなければなりま
せん。もし、不正栽培または自生している大麻・けしを発見し
た場合は最寄りの健康福祉事務所（保健所）又は警察署に連
絡してください。

　『コロナストレス』　最近、よく聞く言葉です。コロナウイルス
の影響によって、学校や園は休み。感染予防のため外出が制限
され、人と関わるな！ 家に籠れ！ と自粛の要請。よく分からな
いニュースばかりが渦巻く中では、大人も子どもも不安に駆ら
れ、心と体に様々な不調をきたしやすくなります。
　子どもたちは特に影響を受けやすく、いつもと異なる反応や
行動を起こすことが多くあります。しかし、それらは一般的な
反応であることを知っておくことが大切です。生活リズムが崩
れたり、頭痛・腹痛・睡眠リズムの乱れ・食欲がなくなったりな
ど、身体の不調をきたす子もいると思います。中には、不安が
強くなって、泣く・しがみつく・イライラする・無気力になる・
わがままになる・衝動的になるなど落ち着きをなくす子もいる
でしょう。
　大人も子どもも「ストレス」を感じるのは自然なことです。
先ずはお互いに「ストレス溜まるよねぇ～」と口に出し合いまし
ょう。感じているのを認めることが、ストレスとの付き合い方の
第一歩です。認めることで、自分の不安やイライラが、子ども
や家族に向かうのを防ぐことにも繋がります。


